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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
財
務
省
の
公
表
し
た
調
査
結
果
の
調
査
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
平
成
三
十
年
六
月
四
日
に
財
務
省
が
公
表
し
た
「
森
友
学
園
案
件
に
係
る
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
等
に
関
す
る
調

査
報
告
書
」
の
基
と
な
っ
た
調
査
（
以
下
「
本
件
調
査
」
と
い
う
。
）
は
、
麻
生
財
務
大
臣
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
財
務
省

大
臣
官
房
長
を
責
任
者
と
し
て
、
大
臣
官
房
の
人
事
担
当
部
局
を
中
心
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
七
及
び
九
に
つ
い
て

「
本
調
査
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
職
員
か
ら
の
自
発
的
な
申
し
出
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
本
件
調
査
は
、
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
、
関
連
文
書
の
確
認
、
サ
ー
バ
や
各
職
員
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
残
さ

れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
探
索
等
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

本
件
調
査
の
過
程
で
、
文
書
改
ざ
ん
等
の
一
連
の
行
為
は
財
務
省
理
財
局
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
調
査
に
お
い
て
、
麻
生
財
務
大
臣
を
含
む
財
務
省
の
政
務
三
役
に
対
し
て
の
聞
き
取
り
は
行

っ
て
い
な
い
。

一



四
、
五
及
び
八
に
つ
い
て

具
体
的
に
い
つ
誰
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
問
題
行
為
に
関
与
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

た
職
員
の
情
報
ま
で
も
が
含
ま
れ
か
ね
ず
、
今
後
の
監
察
業
務
に
お
い
て
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
支
障
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
る
が
、
本
件
調
査
は
、
平
成
三
十
年
三
月
以
降
、
既
に
退
職
し
た
者
も
含
め
、

財
務
省
職
員
等
五
十
名
程
度
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

六
及
び
十
に
つ
い
て

本
件
調
査
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
以
降
の
学
校
法
人
森
友
学
園
を
相
手
方
と
す
る
国
有
地
処
分
案
件
に
係
る
決
裁
文
書

の
改
ざ
ん
等
に
関
す
る
経
緯
や
目
的
等
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、価
格
算
定
手
続
の
妥
当
性
等
を
含
め
、

事
案
が
終
了
し
た
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
件
調
査
に
お
い
て
は
、
財
務
省
大
臣
官
房
の
人
事
担
当
部
局
が
、
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
、
関
連
文
書
の
確
認
、

サ
ー
バ
や
各
職
員
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
残
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
探
索
等
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
文
書
改
ざ
ん
等
の
一

連
の
行
為
に
関
連
し
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
菅
内
閣
官
房
長
官
、
政
務
及
び
事
務
の
内
閣
官
房
副
長
官
、
国
会
議
員
や

そ
の
秘
書
及
び
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
夫
人
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 二



十
一
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

本
件
調
査
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
監
察
業
務
に
お
い
て
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
支

障
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
本
件
調
査
に
か
か
る
個
別
の
文
書
が
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
文
書
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
行
政
文

書
の
保
管
は
、
財
務
省
に
お
い
て
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

本
件
調
査
に
つ
い
て
は
、
別
に
検
察
当
局
に
よ
る
捜
査
も
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
財
務
省
自
ら

が
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
等
の
一
連
の
経
緯
や
目
的
等
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
大
臣
官
房
の
人

事
担
当
部
局
に
お
い
て
監
察
制
度
に
基
づ
き
、
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
、
関
連
文
書
の
確
認
、
サ
ー
バ
や
各
職
員
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
に
残
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
探
索
等
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
事
実
関
係
の
特
定
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

三


